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(57)【要約】
【課題】
　ギガビットイーサネット信号を伝送する冗長系の光伝
送システムに、イーサネット規格に準拠したオートネゴ
シエーション機能を有するネットワーク機器及びオート
ネゴシエーション機能を有するトランスポンダを適用し
、光信号経路の障害発生時にネットワーク機器間で生じ
る回線遮断状態を確実に復旧させる信頼性の高いネット
ワークを提供する。
【解決手段】
　光信号経路の障害発生時に、ネットワーク機器とのリ
ンク断などの回線障害を検出して対向局にその情報を転
送し、対抗局においてネットワーク機器とオートネゴシ
エーションをリスタートする。
【選択図】　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１ネットワーク機器と、第１トランスポンダと、第２トランスポンダと、前記第１ネ
ットワーク機器と前記第１トランスポンダ及び前記第２トランスポンダとの間に設置され
る第１制御部とを備える第１のネットワークと、
　第２ネットワーク機器と、第３トランスポンダと、第４トランスポンダと、前記第２ネ
ットワーク機器と前記第３トランスポンダ及び前記第４トランスポンダとの間に設置され
る第２制御部とを備え、かつ前記第1の伝送装置と光伝送路で接続する第２のネットワー
クとを有する光伝送システムであって、
　前記第1ネットワーク機器、前記第２ネットワーク機器、前記第１トランスポンダ、前
記第２トランスポンダ、前記第３トランスポンダ、及び前記第４トランスポンダは、各々
、イーサネット規格に準拠したオートネゴシエーション機能を有し、
　前記第1トランスポンダは、前記第３トランスポンダから回線障害通知を受信するとき
、前記第１制御部を介して前記第1ネットワーク機器へオートネゴシエーション要求信号
を送信し、
　前記第2トランスポンダは、前記第１トランスポンダがオートネゴシエーション要求信
号を送信するとき、前記第１制御部を介して前記第1ネットワーク機器からオートネゴシ
エーション要求信号を受信し、前記第1ネットワーク機器とのリンクを設定することを特
徴とする光伝送システム。
【請求項２】
　前記第1制御部は、第1光カプラと第1光スイッチとを有し、前記第１トランスポンダか
ら受信するオートネゴシエーション要求信号を前記第光1スイッチを介して前記第1ネット
ワーク機器へ送信し、前記第1ネットワーク機器から受信するオートネゴシエーション要
求信号を前記第１光カプラによって分岐して一の分岐光を前記第２のトランスポンダへ送
信することを特徴とする請求項１に記載の光伝送システム。
【請求項３】
　前記第２制御部は、第２光スイッチを有し、前記第２光スイッチは、前記第２制御部と
前記第３トランスポンダとの間で回線障害が発生するとき、前記第３トランスポンダへの
接続を前記第４トランスポンダへの接続に切り替え、
　前記第１ネットワーク機器からの光信号は、前記第１光カプラで分岐され、前記第２ト
ランスポンダ、前記第４トランスポンダ、及び前記第２光スイッチを介して前記第２ネッ
トワーク機器へ送信されることを特徴とする請求項２に記載の光伝送システム。
【請求項４】
　前記第２制御部は、第２光カプラをさらに有し、
　前記第２ネットワーク機器からの光信号は、前記第２光カプラで分岐され、前記第３ト
ランスポンダ、前記第１トランスポンダ、及び前記第１光スイッチを介して前記第１ネッ
トワーク機器へ送信されることを特徴とする請求項３に記載の光伝送システム。
【請求項５】
　前記第２制御部は、第２光カプラをさらに有し、
　前記第１光スイッチは、前記第３トランスポンダが前記第1トランスポンダに前記回線
障害通知を送信するときに、前記第１トランスポンダへの接続を前記第２トランスポンダ
への接続に切り替え、
　前記第２ネットワーク機器からの光信号は、前記第２光カプラで分岐され、前記第４ト
ランスポンダ、前記第２トランスポンダ、及び前記第１光スイッチを介して前記第１ネッ
トワーク機器へ送信されることを特徴とする請求項３に記載の光伝送システム。
【請求項６】
　前記回線障害通知は、前記第２制御部と前記第３トランスポンダとの間のリンク断の通
知であることを特徴とする請求項１に記載の光伝送システム。
【請求項７】
　前記回線障害通知は、前記第２制御部と前記第３トランスポンダとの間の光回線断の通
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知であることを特徴とする請求項１に記載の光伝送システム。
【請求項８】
　前記第１トランスポンダ及び前記第２トランスポンダは、前記第１ネットワーク機器と
通信する第１送受信部と、前記光伝送路を介して前記第２の伝送装置と通信する第２送受
信部と、前記第1送受信部を介して前記第1ネットワーク機器と通信して前記オートネゴシ
エーション機能を制御するリンク情報制御部と、前記回線障害の情報を付与した通知を前
記第２の伝送装置へ送信するよう制御する信号制御部とを各々有することを特徴とする請
求項１に記載の光伝送システム。
【請求項９】
　前記信号制御部は、前記回線障害の情報を付与した通知を、保守信号により通知するこ
とを特徴とする請求項８に記載の光伝送システム。
【請求項１０】
前記信号制御部は、前記回線障害の情報を付与した通知を、８Ｂ１０Ｂ符号則では生成さ
れないデータパターンを用いて生成することを特徴とする請求項８に記載の光伝送システ
ム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、イーサネット（登録商標）の規格に準拠したオートネゴシエーション機能を
有する伝送装置の制御方法に係わり、光スイッチを用いた冗長系の光伝送システムにおい
て、障害発生時に伝送装置を介したネットワーク機器間で生じる回線遮断状態を復旧させ
る方式に関する。
【背景技術】
【０００２】
　光伝送システムでは、光信号経路上の障害によりネットワーク機器間の通信が遮断する
被害を最小限に抑えるための手段として、光信号経路を二重化して障害発生時に光スイッ
チにより光信号経路を切り替える方法が実用化されている。
【０００３】
　光スイッチを用いた実用例として、例えば特許文献例１が提案されている。特許文献例
１に記載の例によれば、主装置側の光送信回路から出力される光信号は、光合分波回路に
よって２本の光伝送路に分岐され、従装置側の光スイッチでいずれかが選択される。光ス
イッチが選択している側の光伝送路に障害が発生した際は、光受信回路が光信号の遮断を
検出し、切替制御回路に光スイッチの切り替えを指示することにより、もう片方の光伝送
路が選択される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００３－３３８７８８
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献例１と類似した構成として、図５の構成が想定される。図５において、光分岐
・スイッチ１０３と運用系トランスポンダ１０５の間で、運用系トランスポンダ１０５の
入力側の光信号経路に障害が発生した場合（Step1）、光回線断状態をＢ局の運用系トラ
ンスポンダに通知し（Step2）、光分岐・スイッチ１０４への出力を停止する（Step3）。
光分岐・スイッチ１０４は光信号入力の遮断を検出し、スイッチを予備系に切り替える（
Step4）。図５の構成では、Ａ局のネットワーク機器１０１よりの光信号は、予備系の光
信号経路を経由してＢ局のネットワーク機器１０２へ導かれる。一方、Ｂ局のネットワー
ク機器１０２よりの光信号は、運用系の光信号経路を経由してＡ局のネットワーク機器１
０１へ導かれる。従い、ネットワーク機器１０１、１０２相互の通信は別々の経路を経由



(4) JP 2011-91657 A 2011.5.6

10

20

30

40

50

して成立する。
【０００６】
　ギガビットイーサネット信号を伝送する光伝送システムで、かつ、図５の構成の光伝送
システムにおいて、オートネゴシエーション機能を有するネットワーク機器及びオートネ
ゴシエーション機能を有するトランスポンダを適用する場合は、障害発生時の光信号経路
の切り替え動作が正しく行われず、ネットワーク機器間の通信の遮断が継続してしまう場
合がある。
【０００７】
　例えば、図５の構成においてＡ局の光分岐・スイッチ１０３と運用系トランスポンダ１
０５の間で、光分岐・スイッチ１０３の入力側の光信号経路に障害が発生した場合に、運
用系トランスポンダ１０５とネットワーク機器１０１の間のリンクは断し、光分岐・スイ
ッチ１０３は光入力信号の遮断を検出してスイッチを予備系に切り替える。ネットワーク
機器１０１と予備系トランスポンダ１０６の間の通信は、オートネゴシエーションにより
リンクが確立した後可能となる。一方、Ｂ局の光分岐・スイッチ１０４は切り替え要因が
無いため、運用系経路を選択したままになる。ここで、スイッチ切り替え後の光信号経路
として、Ａ局のネットワーク機器１０１よりの光信号は、予備系経路を通過してＢ局のネ
ットワーク機器１０２に導かれ、Ｂ局のネットワーク機器１０２よりの光信号は、運用系
経路を通過してＡ局のネットワーク機器１０１に導かれることが期待される。しかしなが
ら、予備系経路を用いて光信号を伝送するには障害発生時にＢ局のネットワーク機器と予
備系トランスポンダ間のリンクを確実に確立させておく必要がある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明による光伝送システムは一例として、第１ネットワーク機器と、第１トランスポ
ンダと、第２トランスポンダと、前記第１ネットワーク機器と前記第１トランスポンダ及
び前記第２トランスポンダとの間に設置される第１制御部とを備える第１のネットワーク
と、第２ネットワーク機器と、第３トランスポンダと、第４トランスポンダと、前記第２
ネットワーク機器と前記第３トランスポンダ及び前記第４トランスポンダとの間に設置さ
れる第２制御部とを備え、かつ前記第1の伝送装置と光伝送路で接続する第２のネットワ
ークとを有する光伝送システムであって、前記第1ネットワーク機器、前記第２ネットワ
ーク機器、前記第１トランスポンダ、前記第２トランスポンダ、前記第３トランスポンダ
、及び前記第４トランスポンダは、各々、イーサネット規格に準拠したオートネゴシエー
ション機能を有し、前記第1トランスポンダは、前記第３トランスポンダから回線障害通
知を受信するとき、前記第１制御部を介して前記第1ネットワーク機器へオートネゴシエ
ーション要求信号を送信し、前記第2トランスポンダは、前記第１トランスポンダがオー
トネゴシエーション要求信号を送信するとき、前記第１制御部を介して前記第1ネットワ
ーク機器からオートネゴシエーション要求信号を受信し、前記第1ネットワーク機器との
リンクを設定することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　光スイッチを用いて冗長系を構成する光伝送システムにおいて、イーサネット規格に準
拠したオートネゴシエーション機能を有するネットワーク機器及びオートネゴシエーショ
ン機能を有するトランスポンダを適用することが可能となる。そして、光信号経路の障害
発生時にネットワーク機器間で生じる回線遮断状態を確実に復旧させることが可能となる
。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明に係る光伝送システムの構成例である。
【図２】本発明に係る光伝送システムの障害発生時の動作例である。
【図３】図２のStep1～Step5-bのシーケンスのフロー図の一例である。
【図４】本発明に係る光伝送システムの障害発生時の動作例である。
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【図５】光伝送システムの構成例である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
図１は本発明によるトランスポンダの内部ブロックの例を示す図である。トランスポンダ
はネットワーク機器と光信号を送受信する第１光送受信部２と、ネットワーク機器と通信
してオートネゴシエーションを制御するリンク情報制御部３と、保守信号を対向のトラン
スポンダへ送信するよう制御する保守信号挿入部５と、保守信号データパターンを決定し
て保守信号挿入部を制御する保守信号制御部４と、光伝送路を介して対向のトランスポン
ダと光信号を送受信する第２光送受信部８と、保守信号を受信する保守信号受信部６と、
第１光送受信部と前記第２光送受信部を制御する光送信制御部７から構成される。
光送受信制御部７は、第１光送受信部２にて前記ネットワーク機器より入力される光信号
の遮断を検出した際に、第１光送受信部２を前記ネットワーク機器への光信号の出力を停
止するよう制御する。
【００１２】
保守信号制御部４は、第１光送受信部２にてネットワーク機器より入力される回線障害（
光信号の遮断など）を検出した際に、保守信号挿入部５を制御して、当該回線障害の情報
を付与した第１保守信号を通知として対向のトランスポンダへ送信するよう制御する。
光送信制御部７は、保守信号受信部６にて光伝送路を転送されてきた第１保守信号を受信
した際に、第１光送受信部２を、ネットワーク機器への光信号の出力を停止するよう制御
する。
【００１３】
保守信号制御部４は、リンク情報制御部３にて前記ネットワーク機器とのリンクの遮断を
検出した際に、保守信号挿入部５を制御して、当該遮断のリンク断情報を付与した第２保
守信号を対向のトランスポンダへ送信するよう制御する。
【００１４】
リンク情報制御部３は、保守信号受信部６にて光伝送路を転送されてきた第２保守信号を
受信した際に、ネットワーク機器に対してオートネゴシエーションのリスタート信号を出
力して、ネットワーク機器とオートネゴシエーションを行う。
【００１５】
保守信号制御部４は、リンク情報制御部３にてオートネゴシエーションによるリンク確立
を検出した際に、保守信号挿入部５を制御して、第２保守信号に対する応答を示す第３保
守信号を対向のトランスポンダへ送信するよう制御する。
保守信号制御部４は、保守信号受信部６にて光伝送路を転送されてきた第３保守信号を受
信した際に、保守信号挿入部５を制御して、第２保守信号の出力を停止する。その結果、
ネットワーク機器よりの光信号は光伝送路側へ通過する。
【００１６】
図２は本発明によるトランスポンダが適用される光伝送システムの一構成例に、その動作
例の説明を併記する図である。動作例は回線障害としてリンク断が発生した場合の動作例
を破線欄にて記載する。図２に示すシステムは、２局間でネットワーク機器の光信号を伝
送するシステムであり、トランスポンダと伝送路を二重化した冗長系のシステムである。
図２において、Ａ局とはネットワーク機器101と光分岐・スイッチ103とトランスポンダ10
5、106が設置されている通信ネットワークの局舎であり、Ｂ局とはネットワーク機器102
と光分岐・スイッチ104とトランスポンダ107、108が設置されている通信ネットワークの
局舎であって、Ａ局と対向する局舎である。また、光分岐・スイッチ１０３、１０４は、
光信号の経路を制御する制御部であって、各々、ネットワーク機器１０１とトランスポン
ダ１０５、１０６、またネットワーク機器１０２とトランスポンダ１０７、１０８の間に
配置される。ネットワーク機器１０１、１０２から出力される光信号は、図２に示す通り
に、光分岐・スイッチ１０３、１０４内の光カプラ１１１、１１３で２本の経路に分岐さ
れ、トランスポンダ１０５～１０８で信号変換された後に光伝送路１０９、１１０に導か
れる。２経路の光伝送路１０９、１１０を通過した光信号は、トランスポンダ１０５～１
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０８で信号変換された後に光分岐・スイッチ１０３、１０４内の光スイッチ１１２、１１
４により運用系からの信号と予備系からの信号とのいずれかが選択される。Ａ局の光分岐
・スイッチ１０３と運用系トランスポンダ１０５の間で、光分岐・スイッチ１０３の入力
側の光信号経路に障害が発生した場合（Step1）、運用系トランスポンダ１０５とネット
ワーク機器１０１間のリンクは断し、光分岐・スイッチ１０３内の光スイッチ１１２は光
信号の遮断を検出してスイッチを予備系に切り替える（Step2-a）。ここで、ネットワー
ク機器１０１と運用系トランスポンダ１０５間のリンク断により、両者はオートネゴシエ
ーションの初期状態に遷移する。一方、スイッチの切り替えによりネットワーク機器１０
１と双方向に通信を開始する予備系トランスポンダ１０６も、ネットワーク機器１０１が
オートネゴシエーションの初期段階で出力する信号を受信して、オートネゴシエーション
の初期状態に遷移する。次に、予備系トランスポンダ１０６はネットワーク機器１０１と
通信してオートネゴシエーションを行い（Step3-a）、リンクを確立する。ここで、運用
系トランスポンダ１０５は、光分岐・スイッチ１０３内の光カプラ１１１を介してネット
ワーク機器１０１が出力する光信号を受信し、それに対する応答信号を返信することによ
り、予備系トランスポンダ１０６とネットワーク機器１０１間で行われるオートネゴシエ
ーションに同調して、あたかもネットワーク機器１０１とオートネゴシエーションを実施
するかのようにふるまい（Step3-aでオートネゴシエーションと記載するステップ）、結
果として運用系トランスポンダ１０５はネットワーク機器１０１間とリンクを副次的に確
立する。
【００１７】
一方、運用系トランスポンダ１０５はStep1の光回線断に伴いネットワーク機器１０１と
のリンク断を検出すると、第１保守信号を用いてＢ局の運用系トランスポンダ１０７に回
線障害通知としてのリンク断通知のためのリンク断情報を転送する（Step2-b）。第１保
守信号のデータパターンは、通常の信号伝送では使用しないデータパターンを用いる。例
えばイーサネットでは８Ｂ１０Ｂ符号を用いているが、８Ｂ１０Ｂ符号則では生成されな
いデータパターンがあり、これを保守信号用データパターンとすることで通常のデータ信
号との判別が可能となる。
【００１８】
第１保守信号によりリンク断情報を受信したＢ局の運用系トランスポンダ１０７は、ネッ
トワーク機器１０２に対しオートネゴシエーションのリスタートを要求し、運用系トラン
スポンダ１０７とネットワーク機器１０２はオートネゴシエーションの初期状態に遷移す
る。
【００１９】
一方、光分岐・スイッチ１０４内の光カプラ１１３を介してネットワーク機器１０２と接
続されている予備系トランスポンダ１０８も、ネットワーク機器１０２がオートネゴシエ
ーションの初期段階で出力する信号を受信して初期状態に遷移する。次に、運用系トラン
スポンダ１０７はネットワーク機器１０２と通信してオートネゴシエーションを行い（St
ep3-b）、リンクを確立する。このとき、予備系トランスポンダ１０８はオートネゴシエ
ーション中にネットワーク機器１０２が出力する光信号を受信し、それに対する応答信号
を返信することにより、運用系トランスポンダ１０７とネットワーク機器１０２間で行わ
れるオートネゴシエーションに同調して、あたかもネットワーク機器１０２とオートネゴ
シエーションを実施しているかのようにふるまい（Step3-b）、結果として予備系トラン
スポンダ１０８はネットワーク機器１０２間とリンクを副次的に確立する。
【００２０】
運用系トランスポンダ１０７はネットワーク機器１０２とのリンクを確立した後、第２保
守信号を用いてリンク確立情報をＡ局の運用系トランスポンダ１０５へ転送する（Step4-
b）。第２保守信号のデータパターンは前述のリンク断情報転送用の第１保守信号と異な
るデータパターンを用いることにより第１保守信号と判別が可能となる。リンク確立情報
を受信した運用系トランスポンダ１０５は、第１保守信号の転送を停止し、Ａ局のネット
ワーク機器１０１よりの光信号を光伝送路１０９に出力する（Step5-b）。
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【００２１】
図３は、図２に示す実施例におけるStep1～Step5-bのシーケンス図である。ここでは、St
ep3-bにおいてネットワーク機器１０２と運用系トランスポンダ１０７及び予備系トラン
スポンダ１０８がイーサネット規格に準拠したオートネゴシエーションを行い、リンクを
確立するまでのシーケンスを簡略化して示す。
【００２２】
Ａ局の運用系トランスポンダ１０５はリンク断を検出（２０１）すると、第1保守信号に
よりリンク断情報をＢ局の運用系トランスポンダに転送する（２０２）。リンク断情報を
受信したＢ局の運用系トランスポンダ１０７は、オートネゴ開始要求信号を光分岐・スイ
ッチ１０４内のスイッチ１１４を介してネットワーク機器１０２に送信する（２０３）。
オートネゴ開始要求信号を受信したネットワーク機器１０２は、オートネゴ要求１信号を
光分岐・スイッチ１０４内の光カプラ１１３を介して分岐した一方を運用系トランスポン
ダ１０７へ、他方を予備系トランスポンダ１０８に送信する（２０４）。オートネゴ要求
１信号を受信した運用系トランスポンダ１０７は、オートネゴ応答１信号を光分岐・スイ
ッチ１０４内の光スイッチ１１４を介してネットワーク機器１０２に送信する（２０５）
。オートネゴ要求１信号を受信した予備系トランスポンダ１０８は、運用系トランスポン
ダ１０７と同様に、オートネゴ応答１信号を光分岐・スイッチ１０４に送信する（２０６
）。運用系トランスポンダ１０７よりのオートネゴ応答１信号を受信したネットワーク機
器１０２は、続けてオートネゴ要求２信号を光分岐・スイッチ１０４内の光カプラ１１３
を介して分岐した一方を運用系トランスポンダ１０７へ、他方を予備系トランスポンダ１
０８に送信する（２０７）。オートネゴ要求２信号を受信した運用系トランスポンダ１０
７は、オートネゴ応答２信号を光分岐・スイッチ１０４内の光スイッチ１１４を介してネ
ットワーク機器１０２に送信し（２０８）、オートネゴシエーションを完了してリンクを
確立する（２１０）。オートネゴ要求２信号を受信した予備系トランスポンダ１０８は、
運用系トランスポンダ１０７と同様に、オートネゴ応答２信号を光分岐・スイッチ１０４
に送信し（２０９）、オートネゴシエーションを完了してリンクを確立する（２１１）。
運用系トランスポンダ１０７よりのオートネゴ応答２信号を受信したネットワーク機器１
０２は、オートネゴシエーションを完了してリンクを確立する（２１２）。以上のように
、予備系トランスポンダ１０８は、光分岐・スイッチ１０４内の光スイッチ１１４が運用
系を選択している場合においても、運用系トランスポンダ１０７の応答信号に対するネッ
トワーク機器１０２の要求信号を受信することにより、ネットワーク機器１０２とオート
ネゴシエーションを行い、リンクを確立することが可能である。
【００２３】
　次に、リンクを確立した運用系トランスポンダ１０７は、第２保守信号によりリンク確
立情報をＡ局の運用系トランスポンダ１０５に転送する（２１３）。リンク確立情報を受
信した運用系トランスポンダ１０５は、第１保守信号の送信を停止する（２１４）。
【００２４】
　上記図２に示す実施例では、Ａ局のネットワーク機器１０１よりの光信号は、運用系の
光信号経路を経由してＢ局のネットワーク機器１０２へ導かれる。一方、Ｂ局のネットワ
ーク機器１０２よりの光信号は、予備系の光信号経路を経由してＡ局のネットワーク機器
１０１へ導かれる。従い、ネットワーク機器１０１、１０２相互の通信は別々の経路を経
由して成立する。
【００２５】
図２の実施例における本発明によるトランスポンダを適用した冗長系の光伝送システムで
は、光信号経路の障害発生時に、両局の運用系・予備系トランスポンダがネットワーク機
器とオートネゴシエーションを行いリンクを確立して通信経路を確保するため、予備系ト
ランスポンダが運用開始後に増設される場合においても、障害発生時に生じるネットワー
ク機器間の回線遮断状態から速やかに復旧することが可能である。
【００２６】
　図４は本発明によるトランスポンダが適用される光伝送システムのさらなる例に、その
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動作例の説明を併記する図である。動作例は回線障害として光回線断が発生した場合の動
作例を破線欄にて記載する。図４に示すシステムは、２局間でネットワーク機器の光信号
を伝送するシステムであり、構成は図２と基本的に同様である。Ａ局の光分岐・スイッチ
１０３と運用系トランスポンダ１０５の間で、運用系トランスポンダ１０５の入力側の光
信号経路に障害が発生した場合（Step1）、運用系トランスポンダ１０５は光信号の遮断
を検出して光分岐・スイッチ１０３側の光出力を停止する（Step2-a）。また、運用系ト
ランスポンダ１０５とネットワーク機器１０１間のリンクは断し、光分岐・スイッチ１０
３は光信号の遮断を検出してスイッチを予備系に切り替える（Step3-a）。次に、予備系
トランスポンダ１０６は、ネットワーク機器１０１と通信してオートネゴシエーションを
行い（Step4-a）、リンクを確立する。
【００２７】
一方、Ａ局の運用系トランスポンダ１０５は、Step1の光回線断で光信号の遮断を検出す
ると、第３保守信号を用いてＢ局の運用系トランスポンダ１０７に回線障害通知としての
光回線断通知のため光回線断情報を転送する（Step2-b）。第３保守信号のデータパター
ンは、通常の信号伝送では使用しないデータパターンを用いる。例えばイーサネットでは
８Ｂ１０Ｂ符号を用いているが、８Ｂ１０Ｂ符号則では生成されないデータパターンがあ
り、これを保守信号用データパターンとすることで通常のデータ信号との判別が可能とな
る。
【００２８】
　第３保守信号により光回線断情報を受信したＢ局の運用系トランスポンダ１０７は、ネ
ットワーク機器１０２側の光出力を停止する（Step3-b）。これにより、運用系トランス
ポンダ１０７とネットワーク機器１０２の間のリンクは断し、光分岐・スイッチ１０４は
光信号の遮断を検出してスイッチを予備系に切り替える（Step4-b）。次に、予備系トラ
ンスポンダ１０８は、ネットワーク機器１０２と通信してオートネゴシエーションを行い
、リンクを確立する（Step5-b）。
【００２９】
　上記図４に示す実施例では、Ａ局のネットワーク機器１０１よりの光信号は、予備系の
光信号経路を経由してＢ局のネットワーク機器１０２へ導かれる。一方、Ｂ局のネットワ
ーク機器１０２よりの光信号も、予備系の信号経路を経由してＡ局のネットワーク機器１
０１へ導かれる。
【００３０】
図４の実施例のトランスポンダを適用した冗長系の光伝送システムでは、光信号経路の障
害発生時に、両局の運用系・予備系トランスポンダがネットワーク機器とオートネゴシエ
ーションを行いリンクを確立して通信経路を確保するため、予備系トランスポンダが運用
開始後に増設される場合においても、障害発生時に生じるネットワーク機器間の回線遮断
を速やかに復旧させることが可能である。
【符号の説明】
【００３１】
１…トランスポンダ
２…第一光送受信部
３…リンク情報制御部
４…保守信号制御部
５…保守信号挿入部
６…保守信号受信部
７…光送受信制御部
８…第二光送受信部
１３－１、１４－１…光送信回路
１５－１、１６－１…光受信回路
２２…光カプラ
２３…光合分波回路
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１０１、１０２…ネットワーク機器
１０３、１０４…光分岐・スイッチ
１０５、１０７…運用系トランスポンダ
１０６、１０８…予備系トランスポンダ
１０９、１１０…光伝送路
１１１、１１３…光カプラ
１１２、１１４…光スイッチ

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】



(10) JP 2011-91657 A 2011.5.6

【図５】
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